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パシフィックパワー株式会社

新たなエネルギー事業機会の共同探索を

～”パシフィックパワーメソッド”の最大活用～

代表取締役社長 合津 美智子



パシフィックパワーとは

自治体新電力を7年間で全国で13社設立、国内シェアNo.1

新たなエネルギー事業機会の共同探索を

2

自治体新電力が目指す姿

地域を元気にすること

地域に産業・雇用がうまれ

お金がめぐり

安全・安心が守られること

結論具体的ソリューションポイント背景・課題



新たなエネルギー事業機会の共同探索を
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ゼロカーボン実現の担い手として期待

地域新電力の

設立検討に補助！

自治体の施策の中で、ゼロカーボンに

取り組む核として位置づけ

結論具体的ソリューションポイント背景・課題



自治体
（公共施設）

新たなエネルギー事業機会の共同探索を

結論具体的ソリューションポイント背景・課題
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自治体新電力と共同オフサイトPPA

地産電力

卸電力費

追加性のある
環境価値

大手企業は安い電力を既に調達済、

品質のいい環境価値だけでいい。

電気は高く売りたい。

投資

地域での非FITの再エネ電源開発は、企業と自治体新電力にとってメリットがある。

自治体新電力はリスクヘッジ目的で、価格

高めでも購入する傾向

自己託送もうまく活用すればメリット大

再エネ発電
（非FIT）

電力市場は

これまでにない高騰を繰返しており、

固定価格の地域電源の確保が重要

グローバル企業は、

環境価値に

追加性を求める傾向

企業



さらなる発展のために…
新たなエネルギー事業機会の共同探索を
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独自の新規事業開発メソッドで事業領域を拡大を目指す。次は「共創」フェーズへ。

PPA

VPP

ESCO

再エネ電源開発自治体PPS

環境価値アグリゲーター

クレジット創出まちづくり

システマティックな
開発手法

実践的知見

コンサルティング力

新規事業開発

メソッド

電力ネットワーク
サービス

ゼロカーボン
推進事業地域エネルギー

事業
マイクログリッド

配電ライセンス

パシフィックグループの技術力・総合力 共創パートナー

結論具体的ソリューションポイント背景・課題



現在進行中のエネルギーシステム変革には、多岐にわたる多くの事業機会が存在。
でも、成功には実践的手法と自組織以外との共創が不可欠。

新たなエネルギー事業機会の共同探索を
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新規事業開発に不可欠なものは？

世界の急激な

脱炭素化シフト
エネルギーの

継続的な逼迫

環境保全の

国際的圧力の

強まり

集中エネルギー

システムの

脆弱性増大

成功例は
少ない

リスクがつきもの

日本企業の多くは新規事業が苦手

ロジカルな実現化手法が未共有

大きな事業機会が

多数存在
エネルギー

システムの

変革が進行

結論具体的ソリューションポイント背景・課題



事業探索ステージ（６か月）
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パシフィックパワーメソッドのオープン化
新たなエネルギー事業機会の共同探索を

企画ステージ（３か月）

○、□、△

現在の事業、製品

事業機会

新事業候補

事業機会マップ

工程

•新事業候補リスト

•候補事業の詳細調査結果・評価

事業の内容策定

収益、リスクなどの算定

実施準備ステージ（３か月）
実際の事業準備

企画に制約や良い条件を反映

知識レベルを上げる情報収集

事業機会の抽出と評価・絞り込み

事業機会マップを活用した新事業機会の選定

（アウトプット１）

意思決定

新事業候補（アウトプット2）

事業領域

意思決定

結論具体的ソリューションポイント背景・課題
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共創タスクフォースのたちあげ
新たなエネルギー事業機会の共同探索を

共創タスクフォース

各社のトップ 各社のトップ

両社から選出

両社の強みを
活かして

メンバー選出
パシフィックパワー

両社経営層で意思決定

異分野・異業種の力を組み合わせ、新たなエネルギー事業を実現していきたい。

オブザーバー
アドバイザー リーダー

結論具体的ソリューションポイント背景・課題

広報力 資金調達力DX力 エネルギーエンジニア力 リサーチ力営業力 企画力



結論 －新たな事業機会の共同探索を
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具体的な事業実施において共同することも？

オープンイノベーションで新たな市場を切り開くため

事業機会マップで「最良のエネルギー事業」を見定め


